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第１号 
平成 29 年９月発行 

みなさん、こんにちは。 

旭区社協のキャラクター 

あさひ丸です。 

みなさんに、お知らせが 

あります！ 

このたび、旭区社協ボランティアセンターの情報紙をリニューアル！ 

そんな思いを込めて、“あさボラ通信”をお届けします。 

「“あさボラ通信”をとおして、ボランティア活動が 

つながり、ひろがりますように。」 

平成 29年６月 29日(木)30日(金)７月１日(土)の３日間、 

旭区自立支援協議会主催の”あっぱれフェスタ”が開催 

されました。３日間で 1,000人近い来場者だったとか！ 

あっぱれフェスタでもボランティア大活躍！ 

参加していたボランティアに感想を聞きました。 

あまちゃんさん 
（景品渡しコーナー担当） 

あさひ丸が行く！（活動報告） 

木村さん 
（あさひくん担当） 

「携帯ショップで手続きをしたいので付添ボラを希望」 

精神に障害がある方のケースより 

 

と、Ｋさんより報告がありました。 

一旦断ったら終わりになるケースが多い中、障害の特性を

良く理解し対応してくれた 

ボランティアＫさんの行動に 

ちょっと心が温かくなりました。 

横浜市旭区社会福祉協議会 

旭区ボランティアセンター 
開館時間：月曜日～土曜日 ９時～21 時 

日曜日・祝日 ９時～17 時 
 

〒241-0022  横浜市旭区鶴ヶ峰１-６-35 

電話 ： 045-392-1123  F A X ： 045-392-0222 

E ﾒｰﾙ ： asavora@ceres.ocn.ne.jp 

講座開催のお知らせ 
 

精神保健福祉ボランティア講座を開 

催します。 

精神保健福祉の専門医の話、先輩ボ

ランティアの話を聞いて、まずは精

神障害について知ってみませんか。 

 

日 時：11月 14日(火) 

13時 30分～16時 

場 所：旭区福祉保健活動拠点 

     ぱれっと旭(鶴ヶ峰 1-6-35) 

参加費：無料 

    （先着 30名） 

 

10月 10日(火)９時から電話にて、 

申込開始！ 

ボラセンへご連絡ください。 



   

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

送迎ボランティアとは・・・ 

旭区社協では、在宅で、ひとりで外

出できない障害者・高齢者の方々のた

めに、地域のボランティアと協働で車

いす対応の車両送迎を行っています。  

その際の車の運転をするボランティ

ア活動のことです。 

どのような活動ですか？ 

独り住まいの高齢の方を対象に、 

①電話訪問「お元気ですかコール」 

②電話傾聴「ふれあいコール」 

として電話をとおして話をしています。 

活動日はいつですか？ 

毎週月・水・木曜日９時３０分～１２時 

ぱれっと旭（旭区福祉保健活動拠点） 

で活動しています。 

どのような施設ですか？ 

「あったかわいの家」をモットーに地域から愛される施

設づくりまた、地域の方に活躍していただける場所を目

指しています。 

入居者も地域住民の一員として分かっていただきた

いと考えています。そのため、ご近所の方と一緒に清掃

活動をしたり、お祭りを開催したりしています。 

皆さんにお伝えしたいことは？ 

現在、ボランティアを募集しています。年齢・性

別問わず、月１回の活動でも OK です。 

関心のある方は、ボランティアセンターまでご連

絡お願いします。 

ボランティアの反応は？ 

ボランティア活動をとおして「やりがいや健康 

づくりになっている」という声をいただいていま

す。何回か活動にお越しのボランティアからは、

「体を動かせて、いろいろな方とお話もできて一

石何鳥にもなっています」という声もいただいて

います。 

 

ボランティア 
インタビュー 

魚返
おがえり

さん 

 

車を使った送迎ボランティア（説明は記事の最後に）だけでなく、施設などでのイベントでもボラ

ンティア活動している魚返（おがえり）さん。 

お仕事をしつつ、ボランティアセンターに登録されて、３年間ボランティア活動を継続中。

そんな魚返さんにお話を聞いてみました。 

ボランティアを始めたきっかけは？ 
 

仕事の空いている時間がもったいないな。震災もあったし…。 

何かやってみよう！！でした。 

 

これから活動を始めようとする方へのアドバイスは？ 
 

まず、体験をしてみること！ですね。 

旭区内でもいろいろなボランティアがありますから、興味関心のある活動を 

体験してみてはいかがでしょう！ 

ずばり！ 
魚返さんにとっての 
ボランティアとは何ですか？ 

 

人とのつながりですね。 

   いろいろな活動に参加する分、 

たくさんの方との出会いがあります。 

   ボランティア活動をとおして、本当に 

   たくさんの方とのつながりができた 

   ように思います。 

 

 

特別養護老人ホーム  

かわいの家 
施
設
紹
介 

 

旭ふれあいコール 
団
体
紹
介 

 

の場合 

所在地： 
〒241-0804 旭区川井宿町 69−１ 

以上、川崎副施設長さんよりうかがいました。 


